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序

当市において埋蔵文化財の発掘調査は昭和34年下弓田遺跡以来の発掘調査の

はこびとなり地域住民の深い関心をよせ行なわれました。

串間市教育委員会は県営農地開発事業にともない奈留地区土地改良区 (長野

団地)内 に所在する遺跡の発掘調査を実施 しま した。本書は昭和 6二年度 に実施

した猪之粒遺跡の発掘調査の概要報告書です。

本年度調査では縄文時代、平安時代、鎌倉時代の土器、石器、土師器、須恵

器等が多量に出土 し、多大な成果をあげることができました。発掘で得 られた

成果は私達の貴重な文化的財産のひとつとなり、また社会、学校教育の場で広

く活用され当市における学術資料になることと存 じます。

尚、発掘調査に際 しましては宮崎県教育庁文化課、南那珂農林振興局、奈留

土地改良区等、各関係機関をは じめ地元市民各位か ら積極的な御協力をいただ

きま した。

心から御礼申し上げます。

昭和 62年 3月

串間市教育委員会

教育長 本  田   通
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1.本書は、串間市奈留地区長野団地の県営農地開発事業に伴い、昭和61年度

に実施 した猪之粒遺跡埋蔵文化財調査報告書である。

2.発掘調査は、串間市教育委員会が主体 となり、県文化課主任主事長津宗重

が担当 した。

3.調査組織は次の通 りである。
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・ 荒武望恵の協力を頂 いた。

5.本書の執筆は、武田・ 長津が分担 し、文責については目次に明記 している。

6.本書の編集は長津が当 った。

7.土器の色調は農林省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖による。本報

告の方位は磁北である。また レベルは海抜絶対高である。
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第 I章 序 説

1.発掘調査に至る経緯

宮崎県串間市において、昭和58年度から5ケ年事業として奈留地区 (長野団地・仲別

府団地)に南那珂農林振興局が実施する県営農地開発事業が行なわれている。それに先

立ち、事業区内の埋蔵文化財の調査として昭和57年 8月 31日 ～ 9月 2日 に分布調査、昭

和59年 3月 14日 ～24日 、昭和60年 7月 8日 ～ 7月 11日 に試掘調査が串間市教育委員会と

県文化課によって行なわれた。調査により事業区内に10ケ所の遺跡の存在が判明したた

め、南那珂農林振興局、奈留土地改良区、県文化課、市教育委員会との埋蔵文化財の保

護について協議が行なわれたが事業施行上現状保存が困難な部分がありその記録保存の

措置がとられることになった。初年度として、長野団地の猪之粒遺跡の発掘調査が実施

され、他の遺跡については、県営農地開発事業の進捗状況により随時実施される予定で

ある。

この調査は、串間市教育委員会が主体となり、県文化課主任主事長津宗重氏の担当で

昭和61年 11月 4日 から昭和62年 2月 6日 まで発掘調査が行なわれた。

2.猪之純電跡周辺の歴史的環境

串間市は九州の東南東端に位置し、東は太平洋の日向灘に、南は志布志湾に面してい

る。北部には鰐塚山 (標高 1,■9統 )を最高点とする南那珂山地が広がり、 それに狭ま

れて福島川が流れ、両側に平野部を形成 している。

猪之粒遺跡 (串間市大字奈留字猪之粒)は、串間市の中心から北北東へ約 9脇離れた

福島川を南に臨む南那珂山地の一丘陵先端部 (標高約80駒 )に位置する。猪之粒遺跡の

歴史的環境を知るために、市内の遺跡を時代順に概観する (第 1図 )。

旧石器時代の遺物・遺跡は確認されておらず、猪之粒遺跡の発掘調査でも検出されな

かった。

縄文時代の遺跡としては下弓田遺跡 (大字南方字孤塚)が代表的である。早期の遺跡

としては隆帯文土器を出土 した大平遺跡 (大字大束字大平)が知られている。
(1)ま た出土

地不明であるが、中央公民館蔵の磨製の環状石斧がある。今回の発掘調査によって猪之

粒遺跡で早期の集石遺構が検出され、押型文土器・塞ノ神式上器が出土 した。山形の平

行沈線を組合せた大平式土器が大平遺跡や下弓田遺跡で出上 している。後期の遺跡とし
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ては福島川河口左岸の下弓田遺跡
(2)が
ぁり、方形プランの竪穴住居 3軒が検出され、下

弓田式・市来式・草野式上器や磨製石斧・石錘・凹石・磨石が出土 している。特に石器

組成の70～80%を両端打ち欠きの石錘が占めていることは立地を含めて、当遺跡の生産

活動の中で漁粉活動が一つの中心であったことが想定されるざ
31縄
文土器が出上 した所

は、福島町南方、本城字ウレシノ原 。小畑 。広回。上千野、崎田字南浜崎、市木小、南

方字城ノ脇が知られている。打製石斧・磨製石斧などの石器は、市木字石並・郡司部、

西方字祝田・岩井田、本城字小田代・中園から出土しているざ
41

弥生時代の前期の遺跡は確認されていない。中期以降になると市内の各地で遺跡が形

成される。特に屋治遺跡
15)(北
方字屋治)か らは後期末葉～古式土師器の上器が多数出

上 し、肩部に蛇状のヘラ沈線を施した壷が有名である。当時代の発掘調査が行なわれて

いないので、竪穴住居跡などの生活遺構は確認されていない。注目されるのは喜田貞吉

氏が発見したという西方字本西方の貝塚であるが、昭和27年には既に消失しているざ
6)

玉之山出土と伝えられる前田家蔵の穀壁は、出土地の確定ができず、出土状態も不明

である。

市内の遺跡としては、大束で 4ケ所、福島で18ケ所、北方で 6ケ所、本城で17ケ所、

市木で 3ケ所、都井で 4ケ所知られているざ
7)

古墳時代の遺跡としては集落跡は確認されていないが、前方後円墳 3基・ 円墳25基・

地下式横穴墓13基が確認されているざ
8)前
方後円墳は福島川右岸の標高 5～ 10乳に造営

されているが、発掘調査されていないので時期や内容については不明である。昭和28年

に調査された銭亀塚
191廼
防字潤互め の石室からは、丸玉 1・ 銀環 1・ ファイアンス玉 1・ 小

玉35・ 鏡片・鉄鏃が出土 している。本城の鬼ケ城の円墳群は横穴式石室・石棺系竪穴式

石室を内部主体としており、 5世紀後半～ 6世紀の古墳群である。市木字藤浦の箱式石

棺
l101か
らは金銅装の頭槌太刀が出土しており、 7世紀前半の首長層に比定される。箱式

石棺は本城の湊普門寺や大平字徳山にも分布している。徳山の地下式横穴墓は西方字南

畑と大平字徳山に分布 している。昭和45年 に調査された徳山地下式横穴墓群
Q〕
は福島川

左岸の標高30η前後の台地上に立地しており、13基確認されている。当地下式横穴墓群

の構造の特徴としては、玄室規模が竪坑に比して小さい点と、羨門幅は広いが羨道は非

常に短い点である。副葬品は剣や鉄鏃であり、 6世紀の地下式横穴墓群である。徳山地

下式横穴墓群のある丘陵の西北の丘陵では、箱式石棺以外に枕を造り出す舎J抜石棺が存

在 し、対時的な関係にある。
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以上のように、串間地方は縄文時代早期の時期から周辺地域との交流を行なうと伴に、

各時代各時期のうねりを受けながら独自の対応を行なっている。

第 1図 猪之樺追跡周辺の追跡分布図
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1.猪之粒遺跡
4.仲別府遺跡
7.末広遺跡
10.揚原遺跡

13.石木田古墳

16.天徳原遺跡

19,谷口遺跡

22.穂佐ケ原第 2遺跡
25.福島19号墳
28.福島11号墳

31.福島 9号墳
34.福島 2号墳
37.松尾 2号墳
40.銭亀塚古墳

43.く ずれ崎 2号墳
46.下弓田遺跡

49.嬉志野遺跡

第 1表 遺 跡 地 名 表

2.猪之粒第 2遺跡(仮称)
5,大平遺跡
8,三幸ケ野遺跡
11.西 ノ園遺跡

14.徳山表下式横穴墓群
17.大田井遺跡

20。 桂原古墳 (福島17号 )

23.福島18号墳

26.櫛間城跡

29.福島 8号墳
32.毘沙門塚古墳(福島 5号墳)
35,福島 3号墳
38.松尾 3号墳
41.松清遺跡

44.金谷城跡

47.下弓田第 3遺跡
50.唐人原遺跡

3.猪之粒第 3遺跡 (仮称)
6.中野遺跡
9。 一氏遺跡

12.白坂遺跡

15。 エラノ原遺跡

18.平原遺跡

21.穂佐ケ原第 1遺跡
24.王子谷古墳

27.福島 1号墳
30.福島 6・ 7号墳
33.剣城塚古墳 (福島 4号墳)
36.福島10号墳

39.西方貝塚

42.く ずれ崎 1号墳
45.下弓田第 2遺跡
48.本城遺跡

【註 】

(〕 茂山  護  「串間市大平出土の縄文式土器」『九州考古学』1号 1957
鬱)石川恒太郎他  「下弓田遺跡」『日向遺跡総合調査報告書』第 1輯 1961
は)日高 孝治  「石器について」『宮崎大学埋蔵文化財調査報告』11985
に)上代日向研究所  「日向上代遺蹟遺物地名表」 1944
田中 熊雄編  「宮崎県縄文・ 弥生期考古遺物地名録」『宮崎県文化財調査報告書』

多密2車母 1958

低)田中  茂  「宮崎県下出土の弥生式土器」『宮崎考古』第 1号 1975
脩)石川恒太郎  『宮崎県の考古学』 1968
(7)註 (4)イこ同じ

18)宮 崎 県  『県指定古墳台帳ゴ 1981
り)鏡山  猛  「銭亀塚古墳」『日向遺跡総合調査報告書』第 2輯  1962
10 石川恒太郎  「串間市木箱式石棺調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』第 5輯 196ユ
t〕 石川恒太郎  「串間市徳山地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』第16集

1972
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第Ⅱ章 遺 構 と遺 物

1.調査区の設定と概要

猪之粒遺跡 (串間市大字奈留字猪之粒)は、串間市の中心から北北東へ約 9脇離れた

福島川を南に臨む南那珂山地の下丘陵先端部 (標高約80‐ )に位置する (第 2図 )。

昭和60年 7月 8日 ～11日 の試掘 (B地区に 2本の トレンチ)の結果、磨石・土師器・

青磁などが出土 した。

昭和61年 11月 4日 ～昭和62年 2月 6日の本調査では、 5駒 ×5ηのグリッドを磁北方

向に設定し2,000だ の面積を調査 した。アカホヤ下層の縄文早期の上器としては、A地

区で回縁部直下にヘラ様工具による押圧文を有する貝殻条痕文の上器・山形押型文・条

痕文が、B地区で撚糸文の塞ノ神式上器・山形押型文・格子目押型文 。1単位 4～ 5条

の短い貝殻条痕文を斜位に不定方向に施文する土器が出土 した。石器としては打製石鏃

・局部磨製石鏃 。磨石が出土した。同時期の遺構としては集石遺構が 6基検出された。

アカホヤ上層の耕作土中から縄文前期の曽畑式上器、平安時代の上師器の邪・甕、布痕

土器、縁釉、青磁などが出土した。しかし、当時期の遺構は全くなかった。

2.包含層の状態

当遺跡ではアカホヤ上層は耕作によって残存状態はあまり良好ではなかった。基本層

序は、 I層が暗掲色土層 (Huc 7.5YR 3/3・ 耕作土・砂質)、 Ⅱ層が黒色土層 (7.5

YR 2/1・ 緻密)、 Ⅲ層が褐色土層 (7.5YR4/3・ 緻密)、 Ⅳ層が橙色土層 (7.5 YR

6/8。 アカホヤ層 )、 V層が明褐色土層 (7.5YR5/6・ 粘質 )、 Ⅵ層が黒褐色土層(7.5

YR 2/2・ 若干粘質)、 Ⅶ層が暗褐色土層 (7.5YR 3/4・ 粘質で小砂礫を含む)、 Ⅷ層

が青灰色土層 (7.5 YR・ 粘質 。地山)である (第 3図 )。  B地区の東端部ではⅡ層が

4F」灰色土層 (7.5YR 4/1・ 火山灰)に 入れ換わり、A地区の東端部 とB地区の西部で

はV層 とⅥ層の間に明掲色土層 (7.5YR 5/8・ 硬質)がある。

3.縄文時代の遺構と遺物

アカホヤ層下層のV層 (明掲色土層)で集石遺構が 6基検出され、山形押型文 。格子

目押型文・貝殻条痕文・塞ノ神式上器が出土 した (第 4図 )。 アカホヤ層では遺構は検

出されず、また包含層としても残存 しておらず、V層上面で前期の曽畑式上器や後期の

粗製甕が出上した。
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早期の遺構と遺物

(1)集石遺構

集石遺構はAグループ (2～ 5号集石)と Bグループ (1・ 6号集石)に分かれ、

Aグループは標高 80.0～ 81.25攪 に、Bグループは標高 81.0～ 81.75ηに分布する。明

確な掘り込みを有するものは 1・ 2・ 6号で、 3・ 4・ 5号は有しない (第 5図、第 3表 )。

焼石の集中が見られるグリッドは f-5、 d-6・ 7・ 9、 k-5、 ゼー5である。 焼石に

混って扁平な石が C-7・ ゼー5で集中して出土 している。特に C-8・ 9で 1ま小さく割

れた焼石が長径 4.0れ、短径 2.3‐の範囲で集中している。各グリッドの石の出土量

については第 2表の通りである。

第 2図 猪之村遺跡地形図
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第 2表 グ リッ ト毎 V層 出土焼石総重量表

0                 1下

第 5図  2号 集石遺構実測図

-9-

b C d e f g h 1 〕 k ゼ Hユ
´

3
50
(03)

275
(02)

4
2425
(15)
4525
(27)

175
( 01

5
1225
( o7

120
(07

4375
(26)

6 25

(04)
12475
(75)

678
( 35

6
330
( 20

195
(12〕

145
( 09

5725
( 34)

6_25

( 04
60
( l14

2285
(14

2175
(13)

155
(09)

235
(14

30
(02)

7
235
(14 ど

1ど

B
765
( 46

640
(38)

75
( 05

125
(08

150
(09)

975
(06)

15
(01)

3
485
( 29

470
(28

335
( 20

195
( 12)

30
(02

9
7225
( 43

1250
(75

2025
( 12

40
(02)

245
(15

36.25

(22
８

，
０

．

15
(0_1)

総計
L6644比



第 3表 集 石 遺 構 観 察 表

榎)縄文土器

早 期 土 器

縄文早期土器は j～ 1-5・ 6、 j-4、 d-8・ 9に集中しており、特にk-5、

ゼー 5・ 6に集中している。早期土器は文様によって次のように分類される。

A類 山形押型文土器 (第 6図 1～ 4・ 第 8図 23～ 28・ 第 9図41・ 42)

B類 格子目押型文土器 (第 8図29)

C類 口縁部に貝殻腹縁による刺突文を、日唇部に刻目を施す土器 (第 8図30・ 31)
D類 貝殻条痕文土器

E類 貝殻腹縁刺突文土器

a.斜方向或は格子状に刺突する。(第 6図 8～ 11)

b.綾杉状に刺突する。(第 6図 14)

C。 横方向に刺突する。笞子6図 12)

F類 貝殻腹縁条痕文を短 くジグザグに施す土器 (第 8図33～ 86)

G類  ヘラ状工具で横方向或は縦方向に施文する土器 (第 6図 13)

H類  くの字形に外反する日縁部に刺突文を施し、胴部に沈線文と撚糸文を施 した土器
(第 7図 15。 16第 9図 37～ 40)

I類 撚糸文土器 (第 7図 15・ 16、・第 9図37～ 40)

a。 縦方向或は斜方向に施す。(第 7図 18)

b.弧状に連続 して施す。笛子6図 5～ 7、 第 8図32)

J類 刺突文土器 (第 9図43)

-10-

グリッド
集 石 土 拡

重 量ヵ′ 焼
土 炭化物 遺 物

長 径 × 短 径働 長 径 × 短 径 × 深 さ clIB

1号 k-4 85 ×  45 93 ×  54  ×  8.5 34.75 無 無

2号 f-8 102 ×  83 116  ×  89  ×   11 無 無

3号 C-7 85 ×  39 無 22.75 無 無

4号 d-8 108 ×  75 無 無 無

5号 e-7 × 無 29.75 無 無

6号 k-5 × 132 × 117 ×  60 102.25 無 無 土 器
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第 6図  A地区出土縄文早期土器実測図 (I)

― ■ ―



警 h5

22

0                            10cm
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第
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観
察
表
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図 番 号
′
リ
ッ
ド
器
種
器
部

文
様

器
面
調
整

色
  
 
調

胎
土

焼
成
日
径
器
高

備
  
 
考

外
面

内
 
面
外
 
面
内
  
面
底
 
面
外
 
面
内
  
面

1
ι
-6
深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

明
黄
橙
10
YR
 7
/6
種 7
5Y
R 
7/
6
白
・
う
す
茶
。
半
透
明
の
砂
粒
。

良
好

2
b-
6
深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

に
ぶ
い
橙

75
YR
 7
/4
に
ぶ
t｀
橙

75
YR
 7
/4
う
す
茶
・
透
明
な
砂
粒
を
含
む
。

良
好

3
b-
6
深
鉢
同
部

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

に
ぶ
い
橙

75
YR
 7
/4
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
4
白
。
う
す
茶
・
雲
母
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

4
g-
6
深
鉢
同
部

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

橙 7
5Y
R 
7/
6
に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 7
/4
雲
母
・
う
す
茶
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好

5
b-
7
深
鉢
爛
貝
殻
腹
線
を
波
状
に
施
文

晟
黎
写
綴
芸
ナ
  
デ

浅
黄
橙
10
YR
 3
/3
浅
黄
橙
10
YR
 8
/3
き
め
細
か
。 
1ミ
リ
前
後
の
灰
白
の
砂
粒
を
合
も
良
好

6
d-
8
深
鉢
口
縁
貝
殻
腹
縁
を
波
状
に
施
文

展
験
写
写
多
ナ
  
デ

浅
黄
橙
75
YR
 8
/4
浅
黄
橙
75
YR
 3
/4
黒
・
灰
色
。
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

7
d-
9
深
鉢
部 部
唄 同
貝
殻
腹
縁
を
波
状
に
施
文

暴
験
準
景
姜
ナ
  
デ

浅
黄
橙
10
YR
 8
/3
浅
黄
橙
10
YR
 8
/3
き
め
細
か
。
1ミ
リ
前
後
の
灰
白
・
褐
灰
の
砂
粒

を
含
む
。

良
好

d-
8
深
鉢
嗣
部
横
方
向
の
貝
殻
腹
縁
刺
突
文

ナ
  
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

浅
黄
橙
10
YR
 8
/4
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
4
角
閃
石
を
含
む
。
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

深
鉢
同
部
斜
方
向
の
員
殻
腹
縁
刺
突
文

ナ
  
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

橙 2
5Y
R 
6/
6
浅
黄
橙
75
YR
 8
/4
1ミ
リ
位
の
角
閃
石
含
む
。
細
砂
粒
含
む
。

良
好

深
鉢
底
部
斜
方
向
の
貝
殻
腹
縁
刺
突
文

ナ
  
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
ナ
 
デ
浅
黄
橙
25
YR
 7
/4
用 ５Ｙ
Ｒ

1ミ
リ
～
2ミ
リ
の
黒
雲
母
含
む
。
細
砂
粒
を
含
む
。
良
好

11
深
鉢

訃 部
胴 底
格
子
目
状
の
員
殻
腹
縁
刺
突

ナ
  
デ

ナ
  
デ

ナ
 
デ
明
赤
褐
25
YR
 5
/6
に
ぶ
い
褐

75
YR
 5
/3
き
め
細
か
。
1ミ
リ
～
4ミ
リ
の
灰
白
の
砂
粒
を

含
む
。
金
雲
母
含
む
。

良
好

b-
10
深
鉢
口
劇
横
方
向
に
貝
殻
腹
縁
刺
突

ナ
  
デ

ナ
  
デ

浅
黄
橙
10
 Y
R 
8/
4
浅
黄
橙
10
YR
 3
/4
黒
・
灰
色
の
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

b-
6
深
鉢
同
部
横
方
向
に
ヘ
ラ
沈
線

ナ
  
デ

ナ
  
 
デ

に
ぶ
い
橙

75
YR
 6
/4
に
ぶ
い
橙

75
YR
 6
/4
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

d-
10
深
鉢
回
劇
綾
杉
状
の
ヘ
ラ
沈
線

ナ
  
デ

ナ
  
デ

々
橙 ６
ヽ Ｒ
陰 ５
Ｙ

に
ぶ
い
赤
褐

5Y
R 
5/
3
き
め
細
か
。
細
砂
粒
含
む
。
石
英
多
く
含
む
。

角
閑
石
を
わ
ず
か
含
む
。

良
好

9-
6
深
鉢
頚
部
列
点
文
・
ヘ
ラ
刺
突
文

ナ
  
デ

ナ
  
 
デ

浅
黄
橙
10
YR
 8
/3
に
ぶ
い
橙

75
YR
 7
/4
き
め
細
か
。
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

b-
6
深
鉢
回
鰤
縦
方
向
の
撚
糸
文
・
3本
沈
線

ナ
 
デ

ナ
  
デ

浅
黄
橙
10
YR
 8
/4
浅
黄
橙
10
YR
 8
/4
角
閃
石
を
含
む
。
1ミ
リ
の
黒
・
灰
色
。

細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

17
d-
9
深
鉢
頚
部

縦
方
向
の
撚
糸
文

ナ
  
デ

ナ
  
デ

嵌
頁
礎

10
YR
 8
/4
浅
貢
橙
10
YR
 8
/4
黒
。
こ
げ
茶
の
石
粒
と
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

ご
-6
深
鉢
ヨ
郷

撚
  
糸
  
文

然
糸
文
十
ナ
デ
ナ
  
デ

明
赤
褐
25
YR
 5
/6
に
ぶ
い
赤
褐

5Y
R 
5/
3
き
め
細
か
。
細
砂
粒
、
2～
3ミ
リ
の
砂
粒
を
含

む
。 
1ミ
リ
ぐ
ら
い
の
石
英
を
含
む
。

良
好
20
伽

b-
6
深
鉢
底
部

ナ
  
デ

ナ
  
デ

に
ぶ
い
橙

5Y
R 
7/
4
`こ

ホ
とヽ
橙

5Y
R 
7/
4
角
閃
石
。
黒
い
茶
灰
色
の
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好
履
径

9師

節
c-
8
深
鉢
螂

日
唇
部
に
刻
目

ナ
  
デ

ナ
  
 
デ

に
な
い
種

5Y
R 
7/
4
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
7/
4
角
閑
石
。
1ミ
リ
の
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

C-
9
深
鉢
口
劉

ナ
  
デ

ナ
  
デ

橙 5
YR
 6
/6
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
7/
4
黒
・
灰
色
。
細
砂
粒
を
合
む
。

良
好

協
b-
6
深
鉢
嘲

ナ
  
デ

ナ
  
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 6
/(
灰
黄
褐

10
 Y
R 
6/
を
06
～
1ミ
リ
の
灰
白
の
砂
粒
を
含
む
。

良
好
14
4伽

23
を
-6
深
鉢
嘲

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

に
Ah
い
橙

75
YR
 6
/イ
に
ぶ
い
黄
橙

10
 Y
R 
6/
3
05
～
2ミ
リ
ほ
ど
の
灰
白
の
砂
粒
を
多
く
含
tF
O
良
好

Z
k-
6
深
鉢
回
劇

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ナ
  
デ

lC
ぶ
い
橙

75
YR
 6
カ

橙 ６
肺 ＹＲ
に ５

き
め
細
か
。 
05
～
2ミ
リ
ほ
ど
の
灰
白
の
砂
粒

を
含
む
。
角
閃
石
。
石
英
を
含
む
。

良
好
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図 番 号
リ
ッ
ド
器
種
器
部

文
様
  
 

器
面
調
整

色
調

胎
土

焼
成
回
径
器
高

備
考

外
面

内
 
面
外
 
面

内
  
面
底
 
面
外
  
面

内
  
面

25
j-
5
深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文

山
形
押
型
文
ヘ
ラ
磨
キ

残
東
橙
75
YR
 8
/3
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
4
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

26
g-
5
深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文

当
形
押
型
文
ナ
  
デ

に
な
it
ヽ
橙

5Y
R 
6/
4
に
ぶ
い
黄
橙

]O
YR
 6
/3
墓 多
響 督
む。
混
謁暑ヽ
巻異
惑 魯
懇P
の
砂粒
良
好

27
i-
4
深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文

lI
形
押
型
文
ナ
  
 
テ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 6
/3
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
4
魯患
4路
詣をヽ
基 肇
奪宅
昏息
。褐
の 砂
粒を

良
好

28
h-
5
深
鉢
底
部

山
形
押
型
文

と
形
押
型
文
ナ
  
 
デ
ナ
 
デ
橙 2
5Y
R 
6/
6
に
ぶ
い
貢
橙

10
YR
 7
/3
!寛
畠 碁
堪 響
懸F
の
砂粒
を 多
く 含
む。
石英

良
好
底
径
18
2働

29
k-
6
深
鉢
胴
部

格
子
目
押
型
文

格
子
目
押
型
文
ナ
  
デ

10
YR
 7
/6
lC
ぶ
い
責
橙

10
YR
 7
/4
Iミ
リ
前
後
の
う
す
茶
・
灰
色
の
砂
粒
を
含
む
。
良
好

調
j-
4
深
鉢
口
劉
回
縁
部
に
貝
殻
腹
縁
刺
突
、
口
唇

部
に
刻
目
。

貝
殻
条
痕
ナ
デ
ナ
  
 
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 6
/3
に
ぶ
い
黄
褐

10
YR
 5
/3
05
～
1ミ
リ
ほ
ど
の
灰
黄
褐
の
砂
粒
を
含
む
。
晨
好
回
径

16
 5
 c
m

31
j-
5
深
鉢
口
郷
口
縁
部
fて
貝
殻
腹
縁
刺
突
、
そ
の

下
位
に
横
方
向
の
貝
殻
腹
縁
刺
突
。

ナ
  
デ

ナ
  
 
デ

に
ぶ
'ヽ

橙
5Y
R 
6/
4
に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
電
心P
習
豊者
P暑
臭堪
畳ぶ
?灰
白の
砂粒
を 含
良
好

32
h-
5
深
鉢
胴
部
貝
殻
腹
縁
を
波
状
に
施
文

ナ
  
デ

ナ
  
デ

に
ぶ
い
橙

5Y
R 
6/
4
に
ぶ
い
黄
褐

10
YR
 5
/4
岳継
響 害
悲 。
0潟

誦名
1巻
異ギ
塞 箋
を 暮
8
良
好

33
k-
4
深
鉢
口
劇
回
唇
部
に
刻
目
、
貝
殻
腹
縁
条
痕

文
を
ジ
グ
ザ
グ
。

ナ
  
デ

ナ
  
デ

鶏 ‐ＯＹ
Ｒ

浅
黄
橙
10
YR
 3
/4
茶
・
灰
色
の
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

34
k-
5
深
鉢
口
劇

員
殻
腹
縁
条
線
文

ナ
  
 
デ

ナ
  
 
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 7
/3
に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 6
/3
島 詣
著
!差
美
矮 督
8r
白
・
褐の
砂粒
を 含
tr
。
良
好

箭
を
-5
深
鉢
胴
部

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 7
/4
に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 7
/4
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

箭
深
鉢
胴
部
斜
方
向
の
貝
殻
腹
縁
条
痕
文

ナ
  
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
 7
/4
に
ぶ
い
貢
橙

10
YR
 6
/4
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

37
k-
5
深
鉢
口
螂
ヘ
ラ
刺
突
文
4本
沈
線

ナ
  
デ

ナ
  
デ

浅
責
橙
10
YR
多
/3
靭 ‐ＯＹ
Ｒ

細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

88
k-
6
深
鉢
頸
部

3本
沈
線
撚
糸
文

ナ
  
デ

ナ
  
デ

に
ぶ
い
橙

75
YR
7/
3
浅
黄
25
YR
 8
/3
蔦
畠
響
密
巻
ぶ
。 
り
ほ
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砂
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40
ゼ
ー
6
深
鉢
胴
部

平
行
沈
線
撚
糸
文

ナ
  
デ

ナ
  
デ

像
東
罹

10
YR
 8
/4
浅
黄
橙
10
YR
 8
/3
き
め
細
か
。
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好

を
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深
鉢
胴
部

山
形
押
型
文
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押
型
文
ナ
  
デ
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Ｒ

浅
黄
橙
75
YR
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/3
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好
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を
-5
深
鉢
同
部

山
形
押
型
文

J形
押
型
文
ナ
  
デ

に
ぶ
い
褐
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3
灰
黄
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押塗
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で警
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を
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深
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撚
  
糸
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撚
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十
ナ
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ヘ
ラ
ナ
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に
ぶ
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に
ぶ
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多
て
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灰
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良
好
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深
鉢
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ヘ
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ヘ
ラ
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蛹
ゼ
ー
7
深
鉢
回
縁
部
日
唇
部
に
刻
目
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凹
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デ

ナ
  
デ
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ぶ
い
橙

75
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に
ぶ
い
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。
こ
げ
茶
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石
粒
と
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好
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ゼ
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深
鉢
日
縁
部
口
唇
部
に
刻
目
3条
凹
線

2身
▼
は
1条
凹
繰
ナ
  
デ

ナ
  
デ

橙
5Y
R 
6/
6
に
おゞ
い
橙

10
YR
 7
/3
黍
・
灰
色
。
細
砂
粒
を
含
む
。

良
好
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好
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。
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好
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白の
砂
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。
良
好



K類 無文土器 (第 7図 21・ 22)

前 期 土 器

口縁部の表裏面に刺突文と短線列線を施 し、日唇部に刻日も有する。胴部には短い沈

線文も綾杉状・鋸歯状に施す曽畑式上器で、焼成は良好である。

後 期 土 器

i-7で アカホヤ上層で出土したが遺構には伴なっていない。若干外反気味の口縁部

を有する口径 24.8師の粗製の深鉢である。内外面ともヨヨナデを施し、焼成は良好であ

る。

電騒轟撃ぞ 選藝と鍵〒

響奪甲 攀   ‖
48

o                            llLm

第10図 縄文前期 。後期土器実測図

-17-



0 石  器

石器としては、打製石鏃 3(C-6・ h-6・ i-7)、 局部磨製石斧 2(b-7・ 9)、

磨石、剥片が出土している。打製石鏃は凹基の三角形式 (二等辺三角形状のもの 2・

正三角形状のもの 1)で、 1点は基部の両端部を斜角に加工している。石材はすべて

黒曜石 懃臣島産 1点を含む)である。磨石はほとんど砂岩製である。局部磨製石斧は

両刃の細身のタイプで、刃部と両側縁に擦痕があり、粘板岩製である。

その他に表採品の打製石鏃が 2点ある。

4.平安時代以降の遺構と遺物

平安時代の以降の遺構は検出されなかったので、未調査の北側に遺構の存在が推定さ

れる。遺物としては、ヘラ切 りの土師器雰・土師器甕・内黒土器・布痕土器・須恵器・

縁釉 。青磁などが出上している。
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第Ⅲ章

猪之粒遺跡は、縄文時代早期 ,前期
。後期と平安時代以降に営まれた遺跡である。特に

アカホヤ下層の縄文時代早期にピークがあり集石遺構を 6基営んでいるが、弥生時代
～古

墳時代は経済基盤の変化からか空白となっており、福島川沿いの丘陵上
に移動 したものと

思われる。

縄文早期の土器群のうち C類は前平式に、 J類は中尾田 9ゼ 類
(Dに
、 Ib類は変形撚糸

文 (石峰式系)2)に 、H類は塞ノ神 B式
° に、F類は桑ノ丸Ⅲ類

(41に
対比することができ

る。山形押型文は国縁部内面の原体刻文が消え、平底である点からヤ ト
コロ式

(51に
比定さ

れる。押型文のうち楕円押型文が出土していないのは当遺跡の時期や性格を考
える上で注

目される。山形押型文は e～ g・ ゼー 6、 g～
j・ 1-5の標高81～82η間に、塞ノ神式は

j・ k-5、 k・ ゼー 6の標高81～82紐 間に、E類が d-8、 Ib類が di 9の標高80～

81紀間に、 C類が j-4・ 5の標高81～82駒間にと分布域を異にしている。北東端にH類

が、南西端にE・ Ib類が分布し、その間に山形押型文が広く分布する。 1点だけである

が、格子目押型文がk-6で 、刺突文がk-7で 出上しているのは注目される。

集石遺構は 6基検出されたが、掘り込みを有するものは半数であり、特
に 6号集石遺構

は最大規模で、焼石の総重量 102.25物 は遺跡出土焼石総重量の 6.1%を 占める。集石遺構

は標高 80.Oη～ 81.25彿 のAグループ (4基 )と標高 81.0孵～ 81.75統 のBグル
ープ(2基)

に分かれると伴に、焼石の分布が k-5を 中心とするグループとC-9を 中心とするグル

ープに分かれるのは、土器の分布に対応しており当遺跡の時期や性格を考える上
で示唆的

である。

アカホヤ上層から前期の曽畑式上器が出上したが、遺構は全く検出されなかった。また

平安時代以降の上器群として土師器 (ヘ ラ切り)・ 内黒土器・須恵器・ 縁釉・青磁
などが

出土し、上限は平安時代中期 (10世紀前半)であるが、遺構は検出されなかった。

今回の発掘調査によって県南部の縄文時代早期の様相が部分的であるが明ら
かになると

伴と、隣接地の鹿児島県を含めた南九洲や東九州を踏まえて比較検討する資料を得
ること

ができたのは大きな成果であった。土器編年
。他地域との比較などの問題点は本報告書の

中で明らかにしていきたいと思う。

め
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猪之粒遺跡遠景
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A地区出土縄文早期土器

B地区出土縄文早期土器
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